
「言 1´ さから導:′ it t´ 、ど,子 もヽ平等に教育の受けられる国を倉1つ ては Lい と強く強ギ職

しヽま L´ たこ| 二斥1は 、 ■lI・)7年 8月 8日 ～ 1_9卜1ま でネパールを旅 し、ポカラのさく|
|)寮 で学生 (■みなさAノ と交流し、帰国後アルバムのかた。すみに、私が書き残ヒ/た文章ですぃ

時は .ネ ベールのI制の危機のニュースが届けられた頃です。
子 11｀ 1)lま 「未来からの留学生 Jと いわれノています。急速に変 fヒするこオ1′から√)国や世界

在r平和で豊かな i」 の |こlす るには、どの子にも平等に教育をほどこすことがなにより大切だ

と思いますす¨ り́、の教師の力は、小さいけれど一粒ずつ教育の種をまき続ける、I_と が

番のi=道ではないて しょうか。その中でも女の先生の存在は、たいへん大きな t〕 のですぃ

子ごt)を 産み、育てる母性は、幼児期や学童期の子ども達の人を信 じる心や自分に自信

を 1)つ など、その子らヒ/さ がつくられる土台を育てます。私も結婚 し、家庭をモ,ち 千、「
｀
さ

4「 t)う ,i■ 教師として教壇に立ってきました。保護者からは 「また、女の先生Jと 敬i菫 さ

れた I_lr t)多 かった。のですが負けませんで した。「女性だからできる」
「
女性だからわか

る」の信念で幸さや苦 しさをバネに自己を磨くことに努め、今にいたっています。

38年間の教員、生活で研修 し、実践 してきた遊びから発展ヒ″た運動 (運動あそび)を 中
心に、 ■の資料を作 りまヒノた。学校における「体育の授業」は、体は 1)ち ろスノ、千ども{F)

心や感性を大:き く育てます。友だちと協力すること、ねばり強くがんばること、きまりや

ノL′ 一ノ1/を ま 1)る 、■と、そし,て寒さや暑さにも負けない体力や器用に動く体を作る4Fど 、′メ、

と lノ (■1き るたの基礎を培 うLと ができるのです。

疑業をするにあたり、
‐
fど 1)の想いや願いのちがい、環境や生育歴のちがい、体格や体

力rD t〕 力ヽ 4ヽ11二
｀
一メ́、一人イ1)子 どものことを考え、や りかたやきまり、ルールを変え11り 1

用具や場可:な t∵ 4)五 夫 1ィ ま 1ノ よう0子 どt)自 身が、考えなが礎)楽 しんで運動に取 り組むヽ け許

校体育 |が、 いヽ′〕●画か実現iす るのを願ってやみません/。 日本に留学 してきた 1期 41`リ テ

ミラ:二 手渡 した資料が、ネ́パールの地ですこしでも役だつ t)の になることをたい rヽス
ー嬉 ヒ́

く思い、お社,事f■ めて二の文章を書きました。
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